
〈ライフスタイル〉森との関わり

　ノリタケの森の豊かな自然の中で、音楽やアート、大道芸や芸術
など、人と自然と文化の出会いを楽しむ機会を創造しています。

〈フォローアップ〉生態環境調査

　都市生態系のネットワーク構築を目指して計画されたノリタケの森
の緑地の効果を把握する為、整備前に揚げた目標種の出現確認調査を
竣工１年後に行いました。（　 印が確認された種です）●
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〈鳥類〉〈鳥類〉
種名種名

〈チョウ類〉
種名

〈トンボ類〉
種名

白川　　名古　　名城　　庄内　　確認白川　　名古　　名城　　庄内　　確認
公園　　屋城　　公園　　緑地　　箇所数公園　　屋城　　公園　　緑地　　箇所数

白川　　名古　　名城　　庄内　　確認白川　　名古　　名城　　庄内　　確認
公園　　屋城　　公園　　緑地　　箇所数公園　　屋城　　公園　　緑地　　箇所数

白川　　名古　　名城　　庄内　　確認白川　　名古　　名城　　庄内　　確認
公園　　屋城　　公園　　緑地　　箇所数公園　　屋城　　公園　　緑地　　箇所数

合計種数 ７　     ８　　　７　　　８　　　７　　　８７　     ８　　　７　　　８　　　７　　　８

合計種数 ３　     ２　　　３　　　５　　　４　　　６３　     ２　　　３　　　５　　　４　　　６

合計種数 ５　     ２　　　４　　　３　　　４　　　５５　     ２　　　４　　　３　　　４　　　５

　・６月１４日（土）　ＲＩＣＯ＆木股申子　（ピアノ＆バイオリン）　・６月１４日（土）　ＲＩＣＯ＆木股申子　（ピアノ＆バイオリン）

　・６月１５日（日）　ゴスペルＪ　（ゴスペルコーラス）　・６月１５日（日）　ゴスペルＪ　（ゴスペルコーラス）

　・６月２８日（土）　ＲＩＣＯ＆村木笑　（ピアノ＆チェロ）　・６月２８日（土）　ＲＩＣＯ＆村木笑　（ピアノ＆チェロ）

　・６月２９日（日）　長瀬良司ほか　（トランペット、ギター、ウッドベース）　・６月２９日（日）　長瀬良司ほか　（トランペット、ギター、ウッドベース）

　・４月１２日（土）　あおき　（マイム、ジャグリング、ダンスパフォーマンス）　・４月１２日（土）　あおき　（マイム、ジャグリング、ダンスパフォーマンス）

　・４月２６日（土）　ポピー　（ボールジャグリング、シガーボックスジャグリング）　・４月２６日（土）　ポピー　（ボールジャグリング、シガーボックスジャグリング）

　・５月１０日（土）　Ｍｒ.↓ＹＵ↑　（中国独楽、シガーボックス）　・５月１０日（土）　Ｍｒ.↓ＹＵ↑　（中国独楽、シガーボックス）
　・５月２４日（土）　ココロ　（ボールコンタクトジャグリング）　・５月２４日（土）　ココロ　（ボールコンタクトジャグリング）

　・2009年３月３１日～ 2010年３月２８日　ノリタケ食器 デザインの変遷　・2009年３月３１日～ 2010年３月２８日　ノリタケ食器 デザインの変遷

ノリタケミュージックシーン
（ノリタケの森を舞台とした音楽と自然のコラボレーション）

  ノリタケ「森の大道芸」　  ノリタケ「森の大道芸」　
（博物館学芸員とノリタケスタッフの出会いが生んだイベント）

ノリタケミュージアム
（ノリタケの森　クラフトセンター内／企画展示・体験教室等）

ノリタケノリタケ
の森

ノリタケノリタケ
の森

ノリタケノリタケ
の森

　敷地中央に一列に並ぶ煙突群を、来場者にとっ
てのエントランスゲートと位置付け、そこにロー
タリーとパーキングを隣接させました。また、施
設同士をつなぐプロムナードはシンボルツリーの
並木や水路により軸を強化するなど、わかりやす
く回遊できる空間構成としました。敷地内の様々
な既存の要素（神社、鎮守の森、記念碑、芝生、
彫刻等）をランドスケープとして統合することで
施設全体のイメージを強化しています。

　工場の解体で現れたかつて 45ｍの高さを誇っ
た煙突群をランドマークとして位置付け、歴史的
な建築物と併せて地域の記憶を再現しました。煙
突は 100ｍに及ぶ煉瓦の地下道と結ばれており、
煙道の一部を丁寧に保存し、そこに至る大きなス
ロープや上部を渡るブリッジを設けることで人々
との多様な関わり方を誘発しています。また、解
体の際に大量に発生した煉瓦塊はスロープの擁壁
として再利用し、その歴史的価値を表現しました。

〈歴史遺産〉ポストインダストリアルデザイン

　限られた敷地ですが、芝生広場、大樹の樹林、
常緑の森、ビオトープの水辺、雑木の森、フラワー
ガーデンなどをゾーン構成し、多様な環境空間に
よる都市生態系の向上を図りました。その上で周
辺緑地の生物相の把握、樹林密度の検討、地下水
位の対策などを踏まえて植栽計画を進めていま
す。更に、風を感じるデザインとしてススキやオー
ナメントグラスを採用し、この土地のもつひとつ
の風土の表現を試みました。

〈エコロジー〉都市の森の創造

〈ネットワーク〉明快な空間構成の構築

常 緑 樹場 所 落 葉 樹 樹

フラワーガーデン フサアカシア、オトメツバキ等 シダレザクラ、コブシ、リョウブ等

噴水ひろば カイズカイブキ、アラカシ等 メタセコイア

中庭 ソヨゴ、シマトネリコ等 カツラ、ハナミズキ、ナツツバキ等

ケヤキひろば アラカシ、クスノキ等 ケヤキ、カツラ、コブシ等

駐車場 フサアカシア、キンモクセイ等 カツラ、ケヤキ、ナンキンハゼ等

煙突広場 メタセコイア、シラカシ等 コブシ、ユリノキ、ナナカマド等

並木みち タブノキ、フサアカシア等 ソメイヨシノ、アメリカフウ等

オーナメンタルグラス メキシカンフェザーグラス スズキ、ファウンテンフラスｱﾄﾞ

雑木の森 クロガネモチ、ツバキ等 クヌギ、コナラ、イロハモミジ等

煉瓦窯周辺 シラカシ、サザンカ等 ヤマボウシ、ハンノキ、ムクノキ等

せせらぎとメタセコイアの並木でプロムナード軸を強化 工場の解体で発生した大量の煉瓦塊 擁壁断面図

施設同士をつなぐ波状の緑陰空間

煙突広場煉瓦窯と豊かな生態系を育むビオトープ

噴水ひろば

保存された煙突と煙道

波状花壇（フラワーガーデン）

アプローチ

愛・地球博サテライトイベント「風の音」　

施設概要：ボックス /パレット、ステージ（ショップ）
　　　　　クラフトセンター（博物館・見学施設）
　　　　　セラボ（企業紹介展示）
　　　　　ＣＡＮＶＡＳ（博物館）
　　　　　レストラン、ギャラリー
　　　　　フラワーガーデン、煙突広場、噴水ひろば、
　　　　　煉瓦塊擁壁、ケヤキ広場、雑木の森

所  在 地 ：愛知県名古屋市西区則武新町
事  業 者：株式会社ノリタケカンパニーリミテド
設　　計：大成建設株式会社
施　　工：大成建設株式会社　名古屋支店
敷地面積：44,960.00㎡
建築面積：   6,340.12㎡（5棟合計）
延床面積：14,082.73㎡（5棟合計）
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・明治37(1904)年創業
・写真は明治42(1909)年の開業期の状況。右
　奥の煉瓦造の工場は現在も当時の姿そのまま

・写真は昭和37(1962)年頃の鳥瞰写真
　６本の煙突(45メートル)の足元に約４haの工場
　群が広がっていたが昭和54年に一部を残し解体

・写真は新幹線開業当時
　新幹線側から見た在りし日の６本煙突
　街のランドスケープとして親しまれていた

1900 20001950

創立
明治37年(1904)

大正元年(1912) 昭和元年(1926) 平成元年(1989) 平成16年(2004)

■ 歴史

■ 環境・設備デザインの評価■ 環境・設備デザインの評価 □特に
重視した
デザイン
の視点

木々の中に佇むレンガの歴史的建築、オープンな芝生、保存された産業遺構など時代が築いてきた機能美や自然の美しさの融合を目指した。
敷地全体のコンバージョンにより自然を再生するとともに、散在していた産業遺構を新しい土地利用の空間シナリオとして編集し直し、産業文化の
発現としての既存構造物を大切にし、豊かな自然と企業の文化のアイデンティティを確立した。

コンクリートの煙突は高度成長期の産業活力のシンボルであり、それを入口のアプローチ空間や広場と関係させながら印象的な景観を構築した。

自然の再生と企業文化の発現、新しい情報発信の拠点として、建築保存とコンバージョン、ランドスケープとの融合と調和を実現した。

既存建築のコンバージョンに際し、耐震補強をしながら、「見せる工場」としての機能を追及した。

徹底した既存構造物の利用がテーマであり、配送センターの大庇をカフェのテラスに転用するなどの工夫を行った。

「見せる工場」としての立体動線に配慮し、ＥＶなどの設置など利用者の視点で整備した。

既存建物の耐震補強やレンガに仕上げとして施されていたモルタルの丁寧なハツリなど、一般利用に際して細心の注意を払った。

レンガガラの擁壁、徹底した構築物の保存など新しい産業文化の表現のありかたを追求した。

都市市街地に大きな緑を創出し、クールスポットとしてヒートアイランドの緩和につながっている。

徹底した既存構造物の利用、コンクリートガラの路盤材利用、レンガガラの擁壁、舗装材への利用により、資源の徹底した再利用を図った。

地域の自然植生を重視した植栽計画を行い、竣工後の生物調査により、周辺緑地とのビオトープネットワーク形成が構築できていることを確認した。

郷土種を中心とした植栽を基本とし、自然樹形で大きく育つ緑を計画し、剪定など余計な管理が必要ない計画とした。

過去の１００年の歴史を継承しながら、将来の１００年を見据えた計画とし、構造物の持つ耐久性を最大限生かした。

構造物の保存・保全、資源の再利用、維持管理の低減により、ライフサイクルのコストを抑えた。

サイン計画や誘導ブロックなど基本的なユニバーサルデザインに配慮するとともに、地域に開かれた施設としてオープンで利用しやすい計画とした。

郷土の自然を再生しながら、企業の遺産を徹底して保存し、一般に開放するポストインダストリー時代の新しい整備のありかたを示した。

徹底した既存構築物の利用により、イニシャルコストを低減した。

工場で余っている工業用水をビオトープの水に使うことで、通常の水処理のエネルギーや管理コストを抑えた。

小計普通

□評価項目に対する設計者のデザイン意図□評価項目
□自己評価欄

（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記述してください。）
0 +1 +2

優れて
いる

卓越し
ている

01審美感
02調和性

03独創性

04象徴性

05完成度

06機能性

07効率性

08利便性
09安全性

10先導性
11環境負荷

12資源消費
13地域環境性

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性

15先進性

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

17ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ

18維持管理

19耐久性
20ＬＣＣ

Ａ.感性軸（造形）
Form

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

Ｃ.社会軸（環境）
Environment

Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

都市の産業立地を公共的空間として再生するという課題に対し、歴史性や独自性の表現、都市生態系の充実、事業としての魅力づくりをテーマとし、産業の遺産を

新しい空間資源として徹底して活用し、明治３７年の創業以来企業文化を育んできたこの地を次世代に受け継ぐノリタケの森として整備しました。

第８回　環境・設備デザイン賞

大成建設株式会社


